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「Scratch + Kinect による動作・運動を活用した
問題解決力の涵養に関する研究
（スポーツ専攻大学生への情報教育の実践）」の検討

至学館大学非常勤講師

復本寅之介
Toranosuke FUKUMOTO

1

発表タイトルの説明

「Scratch + Kinect による動作・運動を活用した
問題解決力の涵養に関する研究
（スポーツ専攻大学生への情報教育の実践）」の検討

• 問題解決力とした理由
論理思考では対象とする範囲が広すぎると感じた為、
そのうちのひとつに限定。

• 涵養（かんよう）の意味
無理せず、徐々に育むこと。

2

研究の背景

情報教育とプログラミング

• 教育の情報化推進（低年齢化）
⇄ ICT活用による教育の推進

– イスラエル、アメリカ、イギリス、
エストニア、韓国、etc.

– 日本（文部科学省）

• 道具としてのハードルが低くなる

– App Inventor2 （MIT）

– Scratch （MIT）

– Viscuit （デジタルポケット）

大学の情報教育でも重要！

スポーツと情報通信技術

• データ分析技術の向上
– 戦略的ゲーム分析ツール

SPORTS CODE（製品サービス名称）
：映像DB + 統計データ、etc.

• センサー計測技術の向上
– 身体状態（運動、健康、睡眠、栄養）

– ウェアラブル + スマートフォンアプリ

• 娯楽としての普及の拡大
– 観戦、パブリックビューイング

– アミューズメント施設、ゲーム機

競技スポーツ・生涯スポーツとも、
情報通信技術とより深い関係に！

3

研究の背景

情報教育とプログラミング

• 教育の情報化推進（低年齢化）

⇄ ICT活用による教育の推進

– イスラエル、アメリカ、イギリス、
エストニア、韓国、etc.

– 日本（文部科学省）

• 道具としてのハードルが低くなる

– App Inventor2 （MIT）

– Scratch （MIT）

– Viscuit （デジタルポケット）

大学の情報教育でも重要！

App Inventor2のプログラミング画面
（出典： App Inventor2 公式サイト）

Viscuitのプログラミング画面
（出典： Viscuit 公式サイト）
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研究の背景

スポーツと情報通信技術

• データ分析技術の向上
– 戦略的ゲーム分析ツール

SPORTS CODE（製品サービス名称）
：映像DB + 統計データ、etc.

• センサー計測技術の向上
– 身体状態（運動、健康、睡眠、栄養）

– ウェアラブル + スマートフォンアプリ

• 娯楽としての普及の拡大
– 観戦、パブリックビューイング

– アミューズメント施設、ゲーム機

競技スポーツ・生涯スポーツとも、
情報通信技術とより深い関係に！

SPORTS CODEを利用したゲーム分析
（出典： SPORTS CODE公式サイト）

Kinect専用ゲーム
DANCE CENTRAL
SPOTLIGHT画面

（出典： Xbox One公式サイト）

NIKE+ FUELBAND
（出典： NIKE+公式サイト）

5

研究の目的

フィールド ：大学の情報演習

対象者 ：スポーツ専攻1年
動作・運動と関連付けて、

楽しみながら問題解決力
を身に付ける。

• Scratch
直感的プログラミング体験

↓
問題解決手法の
基本プロセスの理解・習得

• Scratch + kinect
スポーツと情報通信技術
との連携への関心の向上

ICT
関心・理解

論理思考
（Scratch）

動作・運動
（Kinect）

6
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研究の意義

• 指導者・教員としての学習教材の制作

• 人体動作の客観的な確認

• 楽しみながら運動トレーニング

• プログラミングへの興味
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関連研究

CiNiiを中心に調査中

検索keyword： Scratch, Kinect, 教育, 学習, 運動, スポーツ, 問題解決, 論理思考

「A Study of Logical Operation in Programming Education Based 
on Elementary Student‘s Scratch Programming Tasks」
IlKyuYoon（Korea Univ.）他,情報教育シンポジウム2009論文集

本研究のオリジナリティ

• 対象者の興味ある分野内容（スポーツ：運動・動作）と
情報通信技術を絡めて、問題解決力の向上を図っている面。

• プログラミングによる情報機器の画面上での表現に限定せずに、
センサーを介することで現実との接面を広く持っている。

• 徐々に問題解決力を身に付ける学習プロセス

8

今回の発表での目的

前述の研究を進める為の
準備について検討

9

研究フィールドの紹介

至学館大学（旧名称：中京女子大学）

– 場所 ：大府市（最寄り駅 大府駅）

– ほぼ単科大

– 学長 ：谷岡郁子（元参議院議員）

– 特色 ：スポーツが盛ん、 レスリングが強くて有名

• レスリング部監督: 栄和人

• 卒業生：吉田沙保里、伊調千春、伊調馨、小原（坂本）日登美

• 現役生：登坂絵莉

10

研究実験の環境

• 講義（後期水4・水5の2コマ復本クラスのみ）

– 情報基礎演習Ⅱ （健康スポーツ科学部健康スポーツ科学科 1年）

– 情報活用演習 （短期大学部体育学科 1年）

講義内容（変更前）：PowerPoint 、Webサイトの制作
講義内容（変更後）：PowerPoint 、 Scratch & Kinect

• 情報演習室（224教室）

– 収容人数：最大48名
– 教室空間：少し動く程度の余裕あり

– 受講人数：不明（非常に少ないこともあり）

11

要件定義

• 論理思考（問題解決法）を育み養う

–直感的な操作による体験

• スポーツ専攻学生の関心分野

–動作・運動の入力

• 情報演習室の中で利用（Windows7）
• 容易な導入が可能 （準備・経費）

• 将来的な拡張性

12
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学習手順の構想

段階的な学習で、問題解決力を定着

Scratch Jr.
• ゲーム感覚で楽しむ

• 直感的プログラミング体験

Scratch
• 課題設定→ 問題解決

• 過程の細分化・構造化

• 解決の見える化の楽しみ

Scratch + kinect
• 人体の動作・運動

• 実践的な課題解決

• 応用力・発想力

Kinect + α, etc.
• スポーツ＋情報への関心

• 応用力・発想力

13

学習手順の構想に至るまで

• 直感的操作プログラミングScratchの検討

• 導入アプリとしてのScratch Jr. 利用の検討

• 動作・運動の入力デバイスの検討

14

直感的操作プログラミング
Scratchの検討

論理思考を身に付けるのに適した「Scratch」は
本当に簡単？

• 他のプログラミング言語よりは馴染みやすい

• プログラミング経験が無い人にとって簡単か？

→ 全く別（だと思う）

もっと簡単な導入に適したものはないか？

→ 幼児・低学年向けScratch Jr.

15

導入アプリとしての
Scratch Jr. 利用の検討

• 機能は限定されるが、Scratchより更に簡単

– 操作性にはScratchと一貫性があり、

短時間で慣れるのには最適

– Tablet版のみ（iPad, Androidタブレット）

問題点：タブレットを人数分、用意・貸与するのは困難。

• 解消方法

– Andoridエミュレータ（但し、PCスペックを要する）

16

調査実験1
2014 後期「教育情報演習」（2年×1名、4年×1名）

• 好感触（ただし、Webサイト制作の方が関心が高い）

• 講義進行の関係上、お試しは Scratch Jr.のみ

マニュアルがなくても、少しやり方を見せれば、そこ
そこ使えるように。

• Scratch（Flashの）はインストールも勝手にできないの
で、未実験。ScratchのKinectサンプルを利用してもら
う。

17

動作・運動の入力デバイスの検討

18
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モーションキャプチャによる動作・運動の入力

光学・機械・磁気・ビデオ式

• 利用場所が制限される

• マーカーやトラッカー装着

• 高価

• 高度な知識・技術が必要

赤外線深度センサー式

• 利用場所の自由度が高い

• 装着不要

• 安価

• 扱いが簡易

製品分類 読み 販売元 ドライバソフトウェア

Kinect キネクト Microsoft Kinect SDK

Xtion エクシオン ASUS OpenNI（提供終了）

19

赤外線深度センサ Kinect のバージョン比較表

Scratch1.4 ‐ Kinect
接続ソフトウェア

人物姿勢
（Skeleton）

関節
（Joint） 対応OS 価格

生産状況

Kinect for 
Xbox 360

Kinct2Scratch
○ 2Play mode 2人 20関節

Windows
（Mac）

¥18,514 + α
生産終了

Kinect for 
Windows v1

Kinect for Xbox 360と、ほぼ同機能
（違い：Nearモード対応、商用利用可）

Windows ¥25,509
生産終了

Kinect for 
Windows v2

Kinect22Scratch
× 2Play mode 6人 25関節

（手の開閉）
Windows ¥21,578

生産終了

Kinect for
Xbox One

Kinect for Windows v2と同機能
（違い：PC接続コネクタが別売り）

Windows ¥16,178
（+ ¥5,378）

20

人物姿勢（Skelton）と関節数（Joint）の詳細

Kinect for Windows v2 Kinect for Windows v1

出典:Build Insider「新型Kinect for Windows v2 Public Preview／Developer Previewプログラミング入門（5）」
http://www.buildinsider.net/small/kinect2dp/05/ 21

考察：段階的な導入

学習環境：受講生人数分のタブレット確保は困難

• PCスペックに余裕があれば、Scratch Jr.の利用が
好ましい。
アンドロイドエミュレータBlueStacks + Scratch Jr.
→ スタンドアローン版Scratch1.4

• PCスペックに余裕がなく操作ストレスが生じるな
らば、利用しない方が良い。
スタンドアローン版Scratch1.4

22

考察：ScratchとKinectの組み合わせ

動作環境：Windows
• 手の開閉あり and 動作認識 1人のみ
Scratch1.4 + kinect for windows v2 +
Kinect22Scratch 

• 手の開閉あり and 動作認識 2人以上
Scratch1.4 + kinect for windows v2 を
接続ソフトウェアの開発が必要

• 手の開閉なし
Scratch1.4 + kinect for Xbox360 + Kinect2Scratch

23

考察：実験に必要な機器

各々にKinectを用意するのは、教室の空間・予算面から困難

→ グループで作品制作をできる数は確保したい。

• Kinect for Xbox 360 + 接続ケーブル ×6セット
（可能ならば12セット）

• Kinect for Xbox One + 接続ケーブル ×6セット
（可能ならば12セット）

• USB延長ケーブル ×12
• Kinect固定のための三脚 ×12

24
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まとめ

• 受講者にとって
負担の少ない学習手順を考案

• 研究実験フィールドを想定した
使用する機器を選定

25

現状の課題

• 競技 or 生涯スポーツにおいて

論理思考（問題解決力）の育成を現場で必要
としているか？？？

• スポーツと論理思考の関係（有効性）の有無

運動系の専門家へ、聞き取り調査の必要あり

26

今後の検討内容

• 研究目的と評価方法の明確化

• 至学館大学へ研究計画を提出

–今回の発表はあくまで構想

–機器の予算等、諸々OKもらえるか不明

• 講義スケジュール15回の再構成

• Scratchの教材制作

27

将来的な活動

Kinectからの出力データ活用

創作ダンスの講義もあるので連携できたらイイな。。。

• 客観的な動作確認

– 運動の理解の向上（鏡で確認するより、分かりやすく運動を理解）

– 曲げる角度等の可視化

• WebGL表現

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
• Live Animation（http://www.drf.co.jp/liveanimation/）

– Kinectでモーションキャプチャ（BVH形式で出力可能）

– キャラクターモデルで

• MikuMikuDance（MMD） on WebGL
http://gigazine.net/news/20150220‐mmd‐on‐webgl/

• Unity + Oculus Rift

28

将来的な活動

• Scratch1.4 と Kinect for windows v2の
接続ソフトウェア（MIT License）を改良

→ 複数人対応に

• 動作・運動のセンシングの拡張

（例： Arduino + センサー + スマホ）

• 作品のデータベース化

学習教材・娯楽教材としての公開

29

参考サイト（最終調査日2015.07.04）

• App Inventor2（MIT） http://ai2.appinventor.mit.edu/

• Scratch（MIT） http://scratch.mit.edu/

• Viscuit （合同会社デジタルポケット[NTT委託] ） http://www.viscuit.com/

• 教育の情報化（文部科学省） http://jouhouka.mext.go.jp/

• 日本文教出版 http://nichibun.net/

• paiza開発日誌 http://paiza.jp/
– プログラミング教育を強化した国で何が起きているのか？世界の教育事情（2015‐02‐24）

http://paiza.hatenablog.com/entry/2015/02/24/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E6%95%99%E8%
82%B2%E3%82%92%E5%BC%B7%E5%8C%96%E3%81%97%E3%81%9F%E5%9B%BD%E3%81%A7%E4%BD%95%E3%81%8C%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%
A6%E3%81%84

• VPVP wiki （Vocaloid Promotion Video Project） http://www6.atwiki.jp/vpvpwiki/
• スポーツコード http://sportscode.jp/
• 問題解決手法 http://www.nsspirit‐cashf.com/logical/mondai_kaiketsu.html
• 問題解決力 http://fk‐plaza.jp/Solution/solution_Top.htm
• Kinect2Scratch http://scratch.saorog.com/
• kinect2Scratch4Mac http://mactkg.hateblo.jp/entry/2012/04/03/181205
• Kinect22Scratch https://github.com/kaorun55/Kinect22Scratch
• Scratchとつながる色んなガジェット一覧 http://ws.moyashi‐koubou.com/blog/scratch_and_gadget/

30
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日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 

日時：2015年７月４日／会場：名古屋大学 

地域子育て支援ネットワークにおける 

イベント情報収集モデルの提案 

A Proposal for Child-Rearing-Support Network in Local Community 

: A Model of Collecting and Displaying Event Information 

畢 振名
1
，福安 真奈

 2
，浦田 真由

 3
，

遠藤 守
 2
，安田 孝美

 2 

Zhenming BI, Mana FUKUYASU, Mayu URATA, Mamoru ENDO,Takami YASUDA 

1名古屋大学情報文化学部 School of Informatics and Science, Nagoya University 
2名古屋大学大学院情報科学研究科 Graduate School of Informattion Science, Nagoya University 

3名古屋大学大学院国際開発研究科 Graduate School of International Development, Nagoya University

要旨･･･この論文は名古屋市瑞穂区「さくらっこ♪」における子育て支援ネットワークのモデルの導

入事例を紹介する。その成果を評価し、課題を定義する。そして、そのモデルの今後の発展に対し

て改善策を提案をする。 

キーワード 子育て支援，ICT，少子化，ネットワークモデル，地域コミュニティー 

１．はじめに 

日本の少子高齢化は周知の通りである。同時に地

域内のつながりには希薄化傾向が見られ、子育て活

動における育児者の情報的孤立化も懸念されている。

本研究の目的は子育てにおける情報、とりわけ、地

域の育児者向けのイベント情報を収集・公開するた

めのモデルを提案し、孤立化の改善へ向け、地域内

のコミュニケーションを促進することである。子育

て団体の担当者と育児者に対するヒアリングおよび

アンケート調査を実施し、提案したモデルの評価を

行なう。 

２．背景 

 図１で表されているように日本の年間出生数は

1975（昭和 50）年に 200 万人を割り込み、それ以降、

毎年減少し続けている。1984（昭和 59）年には 150

万人を割り込み、1991（平成 3）年以降は増加と減少

を繰り返しながら、緩やかな減少傾向となっている。

そして合計特殊出生率は 2005（平成 7）年に過去最最

低の 1.26まで落ち込んだ。 

 出生率の減少は日本人口への影響のみならず、地

域の子育て世代の密度にも影響する。さらに、家庭

が小規模化し、子育て経験者が必ずしも身近にいな

いケースが増えている。同時に地域のつながりの希

薄化も懸念されており、育児者の孤立化が問題視さ

れている。 

 現状として、地域子育て情報の伝達はいまだ口コ

ミやビラといった直接的交流を介して交換されるこ

とがほとんどである。こうした方法で地域子育て支

援者との接点を持たない育児者がますます孤立して

しまう可能性がある。さらに、従来の発信方法では

情報が必要とする育児者に十分伝わっていない可能

性も考えられる。 

 一方、近年の情報技術が急成長を遂げ、スマート

フォンをはじめとする情報端末の普及率が右肩上が

りになっている。こういった時間と場所を超えて情

報を取得・共有できる IT 技術を駆使すれば、育児者

の孤立を改善し、育児者の負担を軽減できるに違い

ない。 

 このような子育て支援への全国的なニーズがある

なか、我々は名古屋市の子育て支援団体を対象とし

た研究を 2011 年より実施している。人口流動の多い

名古屋では、慣れない土地、知り合いの少ない環境

に直面する育児者が多い可能性を示唆される。 
図 1 出生数及び合計特殊出生率の推移 

６



日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 

日時：2015年７月４日／会場：名古屋大学 

３．目的 

 本研究は名古屋市子育てネットワークにおける情

報発信の現状把握と課題の考察およびその解決方法

を提案することを目的とする。 

 研究対象となる子育てネットワークは子育て子ど

も子育て支援センター、民生委員や子育ての当事者

と子育てサークル、子育てサロンの代表者、保育園、

図書館などの公共機関によって構成される。我々は

名古屋市が運営する子育てネットワークと区の子育

て支援ネットワークがどのように情報の集約と発信

の拠点として機能しているかの現状調査から始め、

その結果から各団体が取り組みのなかで抱える課題

や改善策がないかを探る。そして、継続性と汎用性

を重視した解決策を提案し、名古屋市のほぼ中心に

ある瑞穂区で活動する「さくらっこ♪」という支援

団体を研究対象として子育て支援ネットワークモデ

ルの導入を試みた。 

４．子育て支援ネットワークにおけるWeb利活

用 

4.1 「さくらっこ♪」Webサイトの構築 

 名古屋市瑞穂区子育て支援ネットワーク「さくら

っこ♪」ではチラシと Web サイトで情報発信を行っ

ていた。 

 その情報発信体制として、団体の担当者が毎月各

団体から集めた情報を Web サイトへ公開したり、カ

レンダー形式のちらしを公共施設等で配布 してい

た。しかし、更新頻度が月一回のため新鮮な情報が

取得できないという課題があった。また、情報の更

新は一人の担当者が担っており負担がかかり過ぎて 

いるという課題もみつかった。 

 そこで団体の担当者らと管理体制議論を重ねた結

果、管理権限が容易に指定できるブログ WordPressを

導入することにした（図 2）。 

 今までの地域団体活動を考慮し、新しい「さくら

っこ♪」のサイトでは WordPress の 5つの権限を利用

することにした。権限はそれぞれ、管理者、編集者、

投稿者、寄稿者、購読者であり、権限ごとに利用可

能な機能が指定されることで、より多くの団体がウ

ェブサイトの運営に参加できるようになる。今まで

大きかった発信者の負担を軽減する効果が期待でき

る。 

 サイトの開設にあたり、子育て団体の担当者とミ

ーティングを実施し、サイトにおける投稿・掲載記

事のルール、写真の肖像権・著作権・個人情報保護

の問題、コメントを含めた誹謗中傷やサイト上の議

論に対し誰がどう対処するかについて確認・決定し

た。 

 WordPress を用いて新しい情報発信体制を導入する

際には会員に講座を開き、専用のマニュアルも作成

した。 

 「さくらっこ♪」の機能は主に３つある。行政あ

るいは地域団体の HP へリンクする機能、イベントお

知らせを投稿・閲覧する機能、カレンダー上で地域

のイベントを表示する機能である（図 3)。 

 新サイト導入後、瑞穂区で開催された子育てイベ

ント「赤ちゃん広場」において、育児者を対象にア

ンケートを行った。回収した29枚のアンケートの内、

13人は「さくらっこ♪」を閲覧したことがあると回

答した。また、子育て情報を探すのに不便だと感じ

る点の設問に対して、「サイトによって情報に違い

がある」、「情報が多すぎる」、「イベント会場を

地図がついているといい」といった回答が得られた。 

新しい「さくらっこ♪」のサイトの構築によって、

地域子育て団体の情報技術に対する関心が高まった

と言える。しかし、アンケート結果から子育て情報

の入手方法として紙媒体の割合はいまだにウェブサ

イトを超えていた。今後、サイトの認知度を上げる

こと、そしてサイト上情報の更新頻度と信憑性の確

保が課題である。これらの課題を解決するために、

地域の団体との連携とサイト情報の投稿・閲覧のし

やすさを向上するための工夫が必要だと考えられる。 

4.2 「さくらっこ♪」の発展 

(1) 地図をもとにしたイベントカレンダーの提案 
 地域で行われているイベントは参加者が直接対面

するため、地域内の人間関係の構築とコミュニティ

図 3  イベントカレンダー 

図 2 「さくらっこ♪」の HP 
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の形成に繋がると考えられる。子育てイベントは子

供を遊ばせるといった娯楽的な役割以外にも、大人

たちの情報交換の場でもあり、育児者と子育て団体

の接点でもある。実際、現行の「さくらっこ♪」サ

イトにおいて、とりわけイベント情報の量が多く、

イベント情報の更新の頻度も最も高かった。イベン

ト情報の投稿、表示方法によって、サイト利用者の

イベント参加にも影響を与えることはできると考え

ている。 

 イベント情報に最も基本な属性として開始時間、

終了時間、場所、活動内容が挙げられる。これらの

属性が一つでも欠けた場合はイベントが成り立たな

くなる。一方、参加者情報や、主催側の情報、費用

などのような属性もあり、これらもイベント参加の

意思決定に影響を与える属性だと考えられる。 

 今までの「さくらっこ♪」のサイトでは、カレン

ダーのインターフェースを用いて、時間軸で地域の

子育てイベント情報を表示していた。サイトユーザ

ーが日付を選んでから、その日のイベントの詳細か

ら場所の情報が表示される。 

 こういったイベント表示方法は一般的だが、地域

イベントを探す場合に不便なケースもある。例えば

近くのイベントを参加したい場合、現行のインター

フェースでは、ユーザーは都合のいい時間帯をまず

選び、残りのイベントの場所を一つずつチェックし、

交通の便を見比べる必要がある。実際、「赤ちゃん

広場」で実施したアンケート結果からもイベントを

地図上に表示してほしいといった要望が挙がってい

た。 

(2) インターフェース 
 上記の機能を実現するために、地図上に時間軸を

搭載したイベント閲覧インターフェースを考案し、

グーグルマップの API を使って試作した。投稿者が

イベント情報を投稿する際、イベントの開始時間と

終了時間を指定し、イベントの内容などを入力する。

そして、マップをドラッグし、イベント場所を指定

すると、その場所の位置情報が付属して投稿される。 

 しかし、 地図上の位置情報 は文字による場所記述

を代替するわけではない。イベントに経度と緯度と

入った位置情報を登録してあっても、文字による場

所の説明が必須項目として存在し、参加者が誤解し

ないような場所の説明を省くことはできない。 

 一方、サイト閲覧者がこのインターフェースを利

用する際に、任意の時間を指定すると、その時間帯

に限定したすべてのイベントが地図上の範囲内にマ

ークされる。地図上のマークをクリックすると、イ

ベントの詳細状況が表示される。 

 最終的に、地図上でイベントのキーワードで検索

したり、カテゴリーに分けてイベントのを表示させ

るフィルター機能をつける。そしてイベントのカテ

ゴリーによって色別、形別で表示するようなデザイ

ンにする。 

(3) 期待する効果 
 今までの地図で見えなかったイベントを可視化す

ることで、イベントの位置情報が一目瞭然になる。

特に同じ時間帯の違う場所にあるイベント見比べる

ことが一層しやすくなる。 

 現行サイトは名古屋市瑞穂区というフィールドに

限定して進めてきたため、瑞穂区以外の地区にいる

育児者はこのサイトを使うことがあまり考えられな

い。しかし、新しいインターフェースでは投稿され

た場所は地区と関係なくが全て表示されるので、瑞

穂区以外での利用も可能になり、近隣地区の交流を

促進する効果が期待できる。 

(4) 課題 
 地図上のイベントカレンダーを地域の担当者に提

案したところ、その便利性に賛同を得られた。しか

し、位置情報を投稿する手間が増えることで、投稿

者の負担が大きくなることに懸念を示した。 

 これを解決するために、マップをドラッグして場

所を指定する操作方法以外にも、より簡単に場所を

指定できる文字による場所の検索機能を実装する必

要がある。さらに、よく使われている場所をブック

マークできる機能を実装できれば、一層投稿者の負

担を軽減できると考えている。 

 そして、定期的に行われるイベントの場合、毎回

イベント情報を投稿するのはとても手間かかるとい

う意見をもらった。それを解決するために、イベン

トの投稿する際の自動繰り返し機能の実装を模索す

る。 

 「さくらっこ♪」では毎月のイベントをまとめ、

チラシでも発行している 。毎月たくさんの団体から

情報を収集し、イベントカレンダーのチラシを編集

するのはとても大変な作業である。その担当者の負

担を軽減するために、自動的にイベントカレンダー

のチラシを生成する方法を模索していく必要がある。 

 現在「さくらっこ♪」はアカウントを発行し、認

証した団体のみが発信できるようになっている。こ

うすることでサイトに投稿されている情報の信憑性

を保証できるが、その情報の種類と量は限定されて

いる。実際に育児者が求める情報はさらに多岐にわ

たり、例えば子供用品のセールや、近くの飲食店の

お子様メニューなどのような情報を知りたい育児者

は現存サイトから有意義な価値を得ることはできな

図 4 試作したインターフェース 
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い。このようなニーズにも応えるために、単なる一

方的な育児支援団体から育児者に対する情報発信方

式ではカバーできない。地域の育児者の間の情報共

有の仕組みを導入しないとそのニーズに応えるのは

難しい。しかし、完全に情報発信を自由化してしま

うと、情報の量は増えるが、情報の信憑性に課題が

生じる。可能な限り情報の信憑性と情報の量のバラ

ンスが取れた情報共有の仕組みを地域支援者と議論

すべきである。 

5．評価と考察 

 「さくらっこ♪」のネットワークの構築は導入以

来、構成者らの活発な投稿から本研究は意義あるも

のと言える。ただし、直接的な人間関係による子育

て支援は相変わらず重要である。我々は情報技術は

地域子育てにとっては促進的かつ補完的な役割を果

たすと考えている。前述のようにこのネットワーク

モデルはまだ完全ではなく、さまざまな課題が残っ

ている。それらの課題をクリアし、いかに「さくら

っこ♪」のモデルを完全化できるのがこれからの本

研究の評価の対象である。 

 今後も、ヒヤリングによる地域支援者からの意見

と地域の育児者に対するアンケート評価を実施する。

特に 「使いやすさ」と「情報の充実さ」二つの項目

に対する評価を重視する。この二つは利用者が継続

的に「さくらっこ♪」を訪問するための決定的要素

だと考えている。 

 また、サイトのアクセスログや投稿記録の分析も

行う予定である。サイト訪問者のデバイス種類、投

稿されたイベントのカテゴリ、育児者の訪問行動パ

タンを分析し、潜在的ニーズの手がかりになる可能

性が考えられる。さらに、イベントカレンダーに位

置情報を導入したことで、地域のイベントの分布を

統計できる。そのデータからイベントが飽和してい

る地域と不足している地域を見つければ、子育て支

援団体の今後の活動範囲の参考にもなりうる。 

6． おわりに

 本研究は子育てコミュニティーを観察し、ICTの活

用による解決策を提案した。「さくらっこ♪」の事

例は、地域子育て支援団体からネッワークモデルの

導入に同意を得ながら進めたことで、結果的に ICT

導入の必要性を認識してもらうことができたといえ

る。今後「さくらっこ」のモデルを改善しつづけ、

さらに地域子育てに貢献できるように努力していく

べきである 。 
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要旨･･･行政の所有するデータを二次利用を意図して公開する「オープンデータ」という考えが近

年注目を集めており，オープンデータを推進する方法は様々存在する．本論文では，SNSである
Facebookを用いたオープンデータ推進について提案，試行を行った結果を考察する． 
キーワード	
 オープンデータ，SNS，共通語彙基盤 

１．はじめに

情報化社会が進むにつれて，様々なデータが世の

中に溢れるようになった．文字，音声，個人情報や，

最近では人間の行動も情報として扱われ，莫大なデ

ータ数になっている．これはビックデータと呼ばれ，

データから価値を生み出す源泉となりうる．そのビ

ックデータの一つにオープンデータという考えがあ

り ， 近 年 注 目 さ れ て い る ． 本 研 究 で は ，

LinkData.orgを主なオープンデータ公開プラットフ
ォームとして扱い，SNSを用いてオープンデータを
推進することを目的としている．2章では，Open 
Knowledgeの定義を元にオープンデータの概略と公
開プラットフォームであるLinkData.orgについて説
明する．3章ではSNSを用いたオープンデータ推進
のためのプラットフォーム，データ公開にあたり必

要な共通語彙基盤について，さらにその活用につい

て提案，試行した結果を紹介し，4章にて結果を分

析・考察する．	
 

２．オープンデータとそのプラットフォーム

(1)	
 オープンデータの定義	
 

OPEN KNOWLEDGE1によれば，データ公開をす
ることがオープンデータ化というわけでなく，差別

無く万人が利用でき，再利用可能かつ再配布可能で

1 OPEN KNOWLEDGE：
https://okfn.org/opendata/(2015/6/17閲覧) 

なければオープンデータとは言えない．総務省2に

おいても，“機械判読に適したデータ形式で，二次

利用が可能な利用ルールで公開されたデータ”であ

ることをオープンデータの条件として挙げている．	
 

	
 (2)	
 オープンデータの意義と現状	
 

オープンデータの意義は 3 点ある．公共データが
二次利用可能な形で提供されることによる行政への

透明性・信頼性の向上，広範な主体が公共データを

活用することによる国民参加・官民協働の推進，二

次利用から生まれる新ビジネスの創出や企業活動の

効率化などの経済の活性化・行政の効率化である．	
 

2015 年 6 月 21 日時点で日本のオープンデータ都市
数は 150 を越え，例えば，データシティ鯖江を含め
た福井県では，全ての市町村がオープンデータを推

進している．また，筆者らが推進をする須坂市では，

公式 HP「いきいき須坂3」にオープンデータを公開

している．	
 

(3)オープンデータ公開プラットフォーム：

LinkData.org 
LinkData.org はデータ公開を支援するオープンデ

ータプラットフォームである．LinkData.org はデー

2 総務省, オープンデータとは：
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/opend
ata/opendata01.html#p1-2(2015/06/17閲覧) 
3 いきいきすざか：
http://www.city.suzaka.nagano.jp/(2015/06/17閲覧)
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タの登録・閲覧・公開をサポートする LinkData，公
開したデータを利用することでアプリケーション作

成をサポートする App.LinkData，ハッカソン・アイ
デアソンの成果共有をする Knowledge Connector，
データセット数やアイデア数等から評価指数ランキ

ングを公開する City Data など合計 4 つのサービス
を提供している．一般社団法人リンクデータが運営

しており，行政のオープンデータ化を助長している．

LinkData には 2500 を越すデータセットが登録され
ており，毎日 150 前後のダウンロード数を保持して
いる4． 

図1 サービスごとの利用数

図 1 は LinkData， App.LinkData， Knowledge 
Connector のそれぞれデータセット数，アプリ作成
数，アイデア作成数に関して過去 1 年間を月毎に合
計したものである5．月毎にばらつきはあるが，一

定のデータ登録数，ダウンロード数があり，オープ

ンデータへの参画活動が確認でき，オープンデータ

化が発展している．

３．SNS を活用したオープンデータ推進の提
案と試行	
 
(1) SNSグループの概要
オープンデータ化は産官学民の連携が必要である．	
 

図2	
 オープンデータに関する
アンケート結果	
 	
 

図 2 は，長野県内の市町村の中で情報政策に携わ
る職員に向けて行われた「オープンデータ推進を開

4 2015/06/21更新時点
5 4つのデータは 2014/07/1-2015/06/22のデータである．

始するために必要と思われるきっかけ」についてア

ンケートを行った結果である6．データを持つ行政

は，オープンデータ推進に対し，有識者による支援

や民間からの提案など，外部から助力を望む声が多

い．筆者は現在，SNS である Facebook のグループ
で，「オープンデータによる地方創生」という名称

の元，オープンデータ推進の意見共有を行っている．

産官学民が意見をインタラクティブに交換するプラ

ットフォームとして機能することで，横とのつなが

りを作り，強くする場として存在している．現在，

メンバーは 102 人であり，構成は図 3 のようになっ
ている．	
 

図3 SNSグループのメンバー構成

その他を除いて，行政と大学関係者が概して均衡し

ており，官学のパワーバランスが取れたグループと

言える．また，“秘密のグループ”として，外部に

はメンバー構成が一切見えない条件で活動している．

このグループ作成者である長野県駒ヶ根市の職員は，

Facebook がメールや即時性・コミュニケーション性
が高く過去に有効であった事例があったことから，

オープンデータについても役立つと判断し，自治体

を含め全国的に産官学民が気軽に意見交換が出来る

場を提供することを目的として作成した．官学民が

実際に何度も顔を合わさずして，より多くの関係者

がコミュニケーションを図ることが出来る環境が望

まれる．	
 

オンラインコミュニケーションについて，柳原

(2014)は特徴を複数挙げている．オンラインでコミ
ュニケーションを行うことで，それ自体が知識デー

タベースのような役割を果たすということである．

また，柳原はキーパーソンとフォロワーの存在を挙

げている．オンラインコミュニケーションにおける

キーパーソンとは，ヘビーユーザーであり，コミュ

ニケーションのすれ違いをフォローするような働き

を有する．フォロワーはキーパーソンほど個性的で

はないが，全体を俯瞰しながらある程度のフォロー

を出来るメンバーのことだという．また，小池ら

(2014)においても，オープンデータ推進に関して，

6 「オープンデータ推進に関するアンケート調査」
2014/08/29 遠藤守 
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“キーパーソン”という単語を使用している．小池

らは，オープンデータ化における行政と企業，市民

の連携を行うために，市民側のニーズを汲み取り，

行政側に伝える人物をキーパーソンとしている．

(2)	
 SNSグループの活用
	
 地方行政の避難場所情報をオープンデータとして

公開する際に，二次利用を意図したデータ構造に整

えるべきである．また，複数地域のデータへのアク

セスを集約することもデータマッシュアップには必

要である．筆者は SNS において，この避難場所情
報の標準化を Knowledge Connector にアイデアとし
て提案した．

図4 Knowledge Connector 

表1 日本のオープンデータ都市，
データ種別	
 

表 1 は，日本のオープンデータ各都市において公
開されているデータの個数とその割合である．避難

場所のデータ数は 53 個と 2 番目に多い．続く 3 位
以下

7
のデータ種別は人口や統計等，行政が保持す

るデータが多い．避難場所のデータは，データ数が

多いため，データ公開をする際に他の種別のデータ

と比べて，公開すべきデータであるか，もしくは公

開するハードルが低いと判断できる．LinkData にア
ップロードされている避難場所情報データを分析し

たところ，各データの項目種別であるプロパティが

現状ではデータごとに異なっていた．公開されるデ

ータは，先述したオープンデータの条件として挙げ

られる機械判読可能な状態であることに加えて，二

次利用を意図したデータ構造を持つことが望ましい．

データマイニングやアプリケーション作成を行う過

程で複数のデータを用いる場合，異なるプロパティ

によって，情報探索が難しくなる．そこで，より二

次利用の手間を削減するために，データのプロパテ

7 4 位：統計(27 個,4.4%)，5 位：AED(26 個,4.3%)と続く． 

ィ名を各自治体に依存せず統一することが望ましく，

その指針として経済産業省が共通語彙基盤(IMI)を
提供している．

	
 共通語彙基盤とは，データの分野を超えた情報交

換のフレームワークである．データ項目を参照する

ときに，同一内容の語彙表現を統一することで，各

データ間の情報の齟齬を防ぐ働きがある．例えば，

電話番号の情報を入力する際，「電話」，「電話番

号」，「施設電話番」というプロパティ名が存在し

た．データ作成者がプロパティ名を設定する場合，

共通語彙基盤を用いることで，第三者が二次利用を

する際に，自治体をまたいで複数のデータを処理し

やすくなる．

図5 共通語彙基盤の概略図

図 5 は共通語彙基盤の概略図である．全てのプロ
パティの中に今回対象とする避難場所のプロパティ

が存在している．共通語彙基盤が全てのプロパティ

を網羅している訳ではない．頻度がかなり高い語彙

はコア語彙を設定している．各データ種別において，

その種別に特有のプロパティにおいては共通語彙基

盤の新たなパッケージが必要になり，経済産業省は，

今回の避難場所も含め，9 つの情報交換パッケージ
を公開している．活用することが出来れば，既存の

データフォーマットを変更せずに済む．また，すで

に導入しているシステムの改修を必要とせず，組織

間の情報交換が可能になる．	
 

提案を行うことで，SNS 上ではオープンデータ推
進に向けた意見交換が行われていた．また，オープ

ンデータに関する会議やイベント等，オープンデー

タ化に向けた取り組みを出来るだけこのプラットフ

ォームに情報として集約することでメンバー全員が

適宜，全国のオープンデータ推進の取り組みを把握

することができ，オープンデータ化をオープンにし

ている．意見交換では，各自治体がオープンデータ

に向けた取り組み，さらにそこに発生する問題を共

有し，解決策と議論する場が見受けられた．

	
 筆者ら大学関係者や一般社団法人以外にも，民間

企業や関連省庁，オープンデータを推進する地方自

治体，個人事業主など多様なバックグラウンドを持

つグループメンバーが意見交換に参加した．その内

容は，データの形式の統一ついて，先行するアプリ

事例について，産官学民の連携のあり方ついて，プ

ロパティと共通語彙基盤について等幅広い．
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４．考察	
 

オープンデータ推進に SNS を活用する過程で得
られた考察について述べる．図 2 のように，地方行
政はオープンデータを推進する際に，有識者や民間

など外部の協力を得ることを望んでいる．今回の

SNS グループでは，地方行政がグループで活動する
ことで，課題の発見や解決法のヒアリングなど，オ

ンラインで様々なバックグラウンドを持つメンバー

から情報を集約出来る点がメリットである．さらに，

集約した情報を新たなグループ参加者が参照出来る

ため，過去のオープンデータ推進の活動を知ること

も出来る．

LinkData.org は行政と市民の協業によるオープン
データを支援するサイトである．LinkData.org をデ
ータカタログやオープンデータを活用するアイデア

オープンデータ公開プラットフォームとし SNS を
用いてオンラインで情報共有や課題解決に取り組む

ことは，オープンデータ推進に産官学民が協働する

場の一つとして有効である．柳原や小池らが述べる

ように，オンラインコミュニケーションにおけるキ

ーパーソンと，オープンデータ化のキーパーソンが

存在する二点がオープンデータ推進をする今回の

SNS グループの鍵になる．そのようなキーパーソン
が，全体を俯瞰出来る人物であることが望ましい．

５．終わりに	
 

本稿では，オープンデータの意義と LinkData.org
の説明をし，オープンデータ推進に向けたデータ構

造のあり方と，SNS を利用した意見共有の場につい
て考察した．より二次利用を促進するために，デー

タ構造の共通化はその途中段階であり，データが活

用されるためには，それ自体の価値を把握し，利用

出来る情報処理能力も必要である．もちろん，SNS
を利用すること自体も推進の最終地点ではなく，手

段の一つである．また，推進には産官学民全体への

周知も一つの手段として重要であろう．今後は得ら

れた考察から，産官学民が連携しオープンデータ化

を推進するための検討を行う予定である．
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Yanyan Liu 

1名古屋大学 国際言語文化研究科 メディアプロフェッショナルコース  Nagoya University of GSLC 

要旨･･･企業の社会的責任への関心が世界的に高まり,企業広報においても従来のCSR報告書の作成

だけでなく,幅広いCSRに関連したコミュニケーションが行われるようになってきた．本稿では,こ

うした変容の社会的背景を押さえると共に世界的な消費者のCSRに対する関心に触れ、先進事例と

される国々（デンマーク,中国,アメリカ）の比較考察を行う.その上で、日本におけるCSRコミュニ

ケーションの現状と今後日本型のCSRコミュニケーションモデルの模索を検討する. 

キーワード 企業広報， CSRコミュニケーション, メディア, 消費者, 国際比較 

１．企業の社会的責任(Corporate Social Responsibility)とは 

 企業の社会的責任(Corporate Social Responsibility以下CSRとする)への関心や取り組みが世界的に高まって

いる.その背景には,大きく３つの要因がある.1)持続可能な発展を目指す社会の実現、2)急速なグローバリゼー

ションによる企業活動の及ぼす影響範囲の拡大,3)度重なる不祥事に対して, NPO/NGOや消費者などグローバル社

会から企業に対してなされる公平性･透明性要求の高まりである.特に持続可能な発展に関しては,環境社会学者

のハムフェリーとバトルによって,地球規模での環境問題の深刻化,地球温暖化課題に対応するための低炭素社会

への移行、資源･エネルギー課題の対応に向けた循環型社会、更に生物多様性といった環境共生社会への転換が

早くから提唱されてきた.他方,少子高齢化や貧困・衛生課題などの社会問題も顕在化している. 

 こうした企業に対する社会的･環境的責任追求の高まりを踏まえ,国際社会では,CSRに関する国際規格の制定が

なされてきた.例えば,2010年11月に発行されたISO26000iでのCSRは,「企業が環境･社会･経済の領域で,持続可能

な発展を目指した社会をどのように構築していくのか,具体的な取り組みが求められていると強調した上で,企業

がその取り組みに対して,積極的にリーダーシップを発揮しながら,アカウンタビリティ（説明責任）を果たして

いくこと」と位置づけられる.同様に,CSR推進で国際的に先進している欧州は,CSRの定義を「企業が自主的に,事

業活動のなかに,または、ステークホルダーとの関わりの中に,社会及び環境への配慮を組み込むという概念」と

している.つまり,企業が最低限の法的要件や団体協約上の義務を超えて,社会課題の解決に対応することを意味

している.そこで,本稿では,CSRを「事業を活用して実践する環境,社会,経済の持続可能性のための活動であり,

関係者への活動の説明責任や情報開示が伴うもの」とする. 

２．CSR コミュニケーションへの着目 
2-1:CSR コミュニケーションへの着目とその重要性 

 このような企業への説明責任や情報開示要求の高まりは,企業とステークホルダーとのコミュニケーションの

必要性を明示している.また,これまでの株主など,対象がごく一部に限られたものから,消費者や従業員、取引先

企業などより広い範囲にいる対象へと情報が伝わるような,広範囲なコミュニケーションが示唆される.国際経済

交流財団(2011)によれば,欧米の先進企業では、CSR への取り組みについて,従業員とのコミュニケーションなど

の社内対応よりも,NPO/NGO を含む社外ステークホルダーとのコミュニケーションに重点を置く傾向にある.事

実,CSR コミュニケーション(以下 CSRC)研究者である Etter は,社会や環境,倫理,また人権などがビジネスで着目

されるようになっているため,それに関連する取り組みが,企業とステークホルダーとの関係性に影響を及ぼす重

要な要因になりつつあると指摘している(Etter,2014).すなわち,CSRC が企業広報iiのみならず,ブランディング等

においても,重要な役割を担うことが示されているのである(Cornelissen,2014; Shuili Du els,2010; 企業広報

センターHP).Cornelissen(2014)は,企業における広報の位置付けの変容を学術的にまとめる中で,これまでの一

方的な報告型から,こうした多様なステークホルダーが入る事を前提とした,双方向性を併せ持つ広報へと変容し

１４



日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文 

日時：2015年7月4日／会場：名古屋大学 

てきたと指摘している.つまり,こうした CSR を巡るメディア･コミュニケーション環境の変化に伴い、CSRC 研究

においても,従来の CSR 報告書に関する研究から,多様なアクターとの対話的なコミュニケーション･デザインの

視点が重要になっているのである(Etter,2014). 

2-2:日本における CSR コミュニケーションの萌芽 

日本においても,CSRC の重要性が実社会や経営,広報研究分野で散見されるようになっている.その重要性は,

主に 1)企業の潜在的な事業機会の探索,2)企業ブランドや評判･信頼の形成,3)ステークホルダーとの良好な関係

構築という３点から述べられてきた.例えば,国際経済交流財団は,先進企業の事業展開について,技術･製品を通

じた環境･社会問題の解決などサステナビリティの視点を経営に取り入れることが,様々なビジネスチャンスを見

出しており,事業と切り離して社会に貢献するといった姿勢ではなく,地球規模で広がる環境・社会課題を解決す

ることを事業の使命とし,潜在的に市場を開拓していることを報告している(国際経済交流財団,2011,p1-3).加え

て,具体的な研究成果を見れば,園部(2007)による,消費者の信頼形成の研究では,事業領域と適合する社会貢献活

動を行うことは,消費者に自社の事業領域を知覚さ,信頼を向上させる効果があることが示され,企業の CSRC によ

る消費者の評判形成について分析した北見(2008)も,CSRC が消費者の評判形成に関係することを明らかにしてい

る.更に,ステークホルダーとの関係構築でも,宮田(2006)は,従業員の「働きがい」を支える企業文化の醸成に,

社内に限らず,社外を含む CSRC が重要になると指摘しており,井上(2007,2009)では,従業員の信頼形成に,職場内

での CSRC で,従業員の信頼形成は,企業内で対話できる「場」の設定と CSRC を行う事で期待される成果を明確に

する事が強く影響すると明らかにしている. 

しかし,いずれの研究でもCSRCを行うことによる効果の有無とその程度に着目した研究が多く,企業と地域社会、

特に消費者間でのCSRCを巡って,メディアを介した,情報の行き交いなどコミュニケーション過程自体への言及は

あまりされていない.そうした中で,企業がどんなメディアを選択すれば,消費者の評価につながるかについて考

察した青木(2014)の研究は,コミュニケーション過程を視野に入れた数少ないCSRC研究の一つである. しかし,青

木も,CSRCにおいて消費者が評価をするCSR内容とメディア媒体の組み合わせがあると指摘しているが,企業の

CSRC部署が,日頃どのようなメディア媒体を使い,どんなCSR内容を消費者に向けてコミュニケーションしている

のか,実際のプロセスに関しては,十分に検証されていない。そこで,以下では,企業の重要なステークホルダーで

あり,持続可能な発展のためにも欠かせない消費者の「CSR」への関心がいかなるもので,国際社会で先進的な

CSRCとして議論される企業事例とは何か,次章で見ていく. 

３. CSRコミュニケーションを巡る国際比較調査
3-1:国際的な消費者と日本の消費者のCSRへの関心度 

 国際的な消費者のCSRへの関心に関する調査iiiによれば,9割の消費者は,企業の環境や社会問題への支援に対し,

企業に信頼･良いイメージを持っており,7割の消費者は,実際に社会貢献活動に参画,または,企業のHPやブログな

どネット上で自分の意見を提言したいと回答している.更に,6割の消費者は,過去12ヶ月以内に社会や環境に配慮

した商品の購入など具体的な行動をとっていたと明らかになった.対して,日本の消費者の関心は,CSRに関する情

報への高い理解を示しているものの,企業のCSRの取り組みへの熱意が10カ国の中で最も低い点を注目している.

例えば,店頭にて社会や環境などCSRに配慮した商品を毎回見つける機会は,国際平均の84％に比べ,日本は68％と

低く,12ヶ月以内にCSRに関連する商品を購入しているのは,国際平均の61％に対し,49％と半数に止まっていると

指摘している.同様の意識調査ivでも,日本の消費者は自国で「企業が、CSRを果たしている」と認める日本の消費

者は24％と,世界全体の53％を大きく下回る結果であった.更に,自国の「企業が社会的に責任のある行動を取っ

ている事が分かる」と感じる消費者は,日本では半数に止まり,欧州（65％）や米国（76％）だけでなく中国

（81％）に比べても低い結果であった.同調査では,日本の消費者は,自国でCSR活動が行われていることの実感が

弱いため,CSRへの要求や期待自体が他国に比べ低水準に止まっていることを示唆,あるいは,日本におけるCSRの

存在感自体が,他国に比べて小さい可能性がある,と分析している. この現状に関して,先行文献でCSRCに先進的

であるとして,事例で扱われる国を選び,消費者のCSRへの関心,社会背景,行われたCSRCについて考察を行った. 

3-2:デンマークの事例 

 「企業のCSR決定に参画できるようなコミュニケーションを望む」という質問に対し,「そうである」と回答し

た欧州諸国の消費者は７割に上る(Cone Communications,2013).このことから,欧州諸国における企業のCSRへの

関心が比較的に高いと示唆される.特に,北欧諸国では,社会問題の解決は政府の責任である認識から福祉国家へ

と発展,1990年代に入ると,政府が社会問題の解決における企業の役割の重要性に気づき,企業を巻き込んでCSR政

策を展開してきた(金子,2011).加えて,北欧では、持続可能性を考慮した消費者教育が古くから行われてきた経

緯がある. 1960年代から学校での消費者教育が始まり,その後も,「持続可能な発展」の実現に向けた消費態度の

育成をねらいとする,環境教育と消費者教育を連接し体系化された消費者教育が実践されてきた(大原,2001).加

えて,デンマークでは老若男女問わず,デジタル化社会が形成されているv. 

実際,Twitter での CSRC では, Twitter 上に担当者の個人の日常生活から世界糖尿病研究学会や国連持続可能

な発展大会への参加,第三機関によるメディア報道と多角的に自社 CSR に関する情報を公開しており,更に,糖尿

病を患うカーレイサーへの支援活動によるブランディング･キャンペーンを連動させることで,自社製品を使用す

る消費者から信用を得ている(谷羽,2013).つまり、デジタル化された社会と消費者教育によって CSR をより身近
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なものと捉えられる環境下にいる消費者へ,企業は更に自社 CSR 活動と事業との関連が捉えやすい CSRC が行われ

ている. 

3-3:中国の事例 

 中国の消費者は,地域における社会貢献活動やボランティア活動への参加･支持する傾向が強く,国際平均の７

割強に比べ,９割となっている(Cone Communications,2015).また、ソーシャルメディア上でのCSRに関する情報

の入手･学習を行う割合も89％と,国際的な平均値の61％を大きく上回っており,中国の消費者は,企業のCSRに関

し,非常に高い関心が示唆される.その背景に,そもそも企業における不正･贈賄などが問題視されてきた経緯があ

り,国民の企業に対する倫理・道徳観念への高い追求が特徴の一つとして考えられる.加えて,谷羽(2013)は,近年

粉ミルク会社を始め,立て続けに起こった企業不祥事によって,中国企業への信頼の揺らぎを指摘している.更に,

消費者のマイクロブログ微博など消費者のソーシャルメディア利用が活発であるvi. 

 CSRCで他国との違いが顕著な点は,微博上で,自社の社会貢献活動への参加を消費者に公募,商品に関連する抽

選活動の実施,更には, 匿名の消費者から健康面に関する悩み相談に応じたり,食の安全に対して,企業から消費

者に質問したりと,消費者との対話の中で自社のCSRの具体的取り組みを模索する様子がうかがえた部分である

(谷羽,2013).すなわち, 社会的な倫理･道徳に対する厳しい視線を企業に向けつつ,ソーシャルメディアを頻繁に

活用する環境下にいる消費者を,企業は自社のCSR推進におけるパートナーとして,対話型のCSRCを行っている.  

3-4:アメリカの事例 

 アメリカの消費者は,CSRの取り組みに対し,9割が肯定的なイメージや信頼感を持ち,同様に,社会や環境問題に

取り組んでいる商品をより期待･支持している.また,伝統的な寄付による社会や環境問題支援を支持する割合は

69%と,国際平均の61%に比べて高い(Cone Communications,2015).他の2国同様,アメリカの消費者はCSRへの関心

の高さがうかがえる.その背景に, NGO/NGOから企業への強い発言力と古くから地域貢献活動がコミュニティから

の信頼を得てきた風土があったため,企業のCSR担当の役割もコミュニケーションから発展し,社内へのCSR意識浸

透よりも社外のステークホルダーへの対応に軸足が置かれてきた(国際経済交流財団,2013:p12-13). 

 しかし,CSRC事例では,Twitter上で消費者から企業への質問に対し、企業側は返答する事が少なく,また返答し

た場合も付随情報サイトの添付に止まっていた. 一方, キーステークホルダーと呼ばれるNGOやブロガーを巻き

込むものや持続可能性･環境に高い関心を持つ消費者を対象に,対話型のCSRCを行う企業は少数派であるが,存在

する(Etter,2014).つまり, 地域貢献など伝統的な活動への信頼を寄せる風土がある環境下の消費者へ,企業は主

流は報報開示でありながら,マーケティングやPRなど経営的側面が強い対話型のCSRCが行われつつある. 

4. 日本におけるCSRコミュニケーションの現状
4-1:日本におけるCSRコミュニケーションを巡って 

 近年の傾向を掴むため,筆者は2014年に比較的にCSRCに先進的に取り組んでいると思われる日本企業３社へ予

備ヒアリング調査を行った.以下,表1は調査結果の一部抜粋である. 

表1:2014年に実施したCSRCに関する予備ヒアリング調査結果一部抜粋 

 この予備調査結果から,日本企業におけるCSRCは,従業員へのアンケートや話し合いの「場」を定期的に設ける

他方で,消費者や地域の人々へのアンケートむしろ企業内において、積極的に行われている様子がうかがえる.ま

た、消費者を意識はしているものの、自社事業とCSRの関連付けを明示出来ているか、模索している傾向がうか

がえた.企業内･外のCSRCを比べると、企業外に向けたCSRCは不十分である.更に、その他の企業の広報担当者に

インフォーマルに尋ねた所、地域での社会貢献活動や芸術・文化への支援、寄付といったフィランソロピーとし

てCSRを同一視する意見を述べる担当者も少なくなかった. 
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4-2:４カ国を巡る CSR コミュニケーションの比較結果及び考察 

以上の現状を踏まえて、４ヵ国の CSRC を比較考察し,表 2にまとめた. 

表 2：4カ国の CSRC 比較考察 

 国によって,また消費者による企業の CSR 活動に求める内容は,異なりがあるものの,消費者の関心が醸成され

ている社会背景を有するほど,CSRC は活発な傾向にある.また,一方的ではなく,対話を行う視点を合わせたコミュ

ニケーションがデザインがされてきており,表 2 の中国モデルあるいは,デンマークモデルへ移行していくことが

予想される.そのため,「三方よし」や陰徳など古来より日本にある独自さを念頭に日本の CSRC モデルを構想し

ていく必要があると考える.今後は,まず現在日本企業によってデザインされる CSRC の分析に着目していきたい. 
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脚注 

i様々な国際規格を定める国際標準化機構（International Organization for Standardization）が策定した「社会的責任に関する手引き」 
ii企業内外で行われる企業と関係者との良好な関係を構築するためのメディアを介したコミュニケーション活動である. 
iii アメリカの CSR における企業広報とマーケティングを専門とするコンサルティング会社 Cone Communications が 2015 年に発表した「世界

10 ヵ国（米，カナダ, ブラジル,英,独,仏,露,中,印,日）の消費者を対象に行った CSR に関する関心と価値観に関する調査」(2011 年より 2

年ごと実施される.) 
iv株式会社 NTT データスミスが 2009 年に発表した,「世界 32 ヵ国の消費者を対象に実施した CSR 意識調査」.(上記調査 10 カ国を含む) 
v筆者が 2015 年に行ったヒアリング調査より 
vi中国のネット利用者は,世界の利用者の内,英語ユーザーの割合は 27％（5 億 6500 万人）で、中国語ユーザーの割合は 24%（5 億 1000 万

人）であり 2011 年の段階.また、中国のネット利用者は 2013 年末時点で、6 億 1800 万人に増加し,内ネット利用者の利用用途では,１位が 8

割を超える「チャット（5億 3215 万人、利用率:86.2％）」で,加えて,5 位に「ブログ（4 億 3658 万人、同 70.7％）」」が挙げられている. 
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Characteristics of Recipes 
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要旨･･･本稿では，料理の特徴を表す言葉，例えば「本格カレー」の「本格」などを使って紹介さ

れる料理において，使用される食材間の関係の構造を求める方法を提案する．アソシエーションル

ールにおける確信度に基づいた食材間の依存関係を用いる．ここで食材間の依存関係とは，ある食

材が，別のもう1つの食材を使うための前提条件となっているような関係とする．本稿ではこの提

案手法と実験結果について述べる． 

キーワード 料理，レシピ，確信度，依存関係 

1. まえがき

食は私たち人類が社会を形成する上で重要な,コミ

ュニケーションツールの1つといえる.その食を支える

料理において味は，私たち人間が料理を楽しむうえで

最も重要な要素の1つであるといえる．その一方で，

味は多種多様な食材によって構成されており，意図し

た料理の味を実際に再現するには深い知識などが必要

となる．例えば， 魚料理に蜂蜜を使用する場合，蜂

蜜には甘味を加える効果と魚の臭みを消す効果があり，

このような知識が味の再現には必要である．一方，こ

のような知識が乏しい場合，新しい料理に挑戦しても

味が思ったように再現できなかったりする． 

味の再現の困難な要因の１つとして味の効果に関す

る知識を挙げたが，知識がない場合でも，対象とする

料理のレシピがあれば，味の再現は可能であり，近年

普及してきたクックパッドや楽天レシピといった，ユ

ーザ投稿型レシピサイト上で自分の状況にあったレシ

ピを見つけ出し，様々な味を楽しめるようになってき

た．しかし，多くのレシピを閲覧できても料理の味を

構成する食材が，それぞれどの食材に影響を与えて，

どういった料理の味を表現しているかという食材間の

関係の構造まで理解に至らず，知識を学習することは

難しい．これにより以下の例のような状況が起きると

考えられる． 

 あるユーザが本格麻婆豆腐を作ろうとしてレシ

ピサイトで「本格」，「麻婆豆腐」のキーワー

ドで検索をかけるがレシピが多すぎてどの食材

を追加していけば本格になるか分かりにくい．

 あるユーザが作りたいレシピを発見した．しか

しレシピ上の食材を揃えることができず，レシ

ピ上の食材を省いたり，用意できる食材で代替

するが，意図した味にならなかった． 

上記のような問題を解決するためのシステムとして， 

「麻婆豆腐」などユーザの作りたい料理の種類，「本

格」などのレシピのキャッチフレーズ，用意可能な食

材などの情報から，用意できる食材を使って，レシピ

のキャッチフレーズが表す味のバランスを崩さないよ

うな食材の組み合わせを提示したり，追加削除しても

レシピキャッチフレーズに反しない食材を教えてくれ

るシステムが考えられる． 

上記のようなシステムの実現のために，本研究では

料理で使用される食材間の関係の構造を求める方法を

提案する．この方法では，対象料理のレシピの集合を

用い，アソシエーションルールにおける確信度に基づ

き，食材間の依存関係を抽出し，食材間の構造を求め

る． 

なお，以降では「麻婆豆腐」など一般的な料理名の

ことを料理分類と呼び，「本格」など料理の特徴を

表すフレーズを特徴分類とよぶ． 

2. 関連研究

投稿型レシピサイトのレシピを用いた料理におけ

る食材構造の解析及びレシピの特徴分類を用いたレシ

ピや食材の推薦に関する研究は多数行われている．

Lertsumruaypun らはオノマトペを利用した料理レシ

ピ推薦システムの提案をしている (1) ．これは料理

の特徴分類をオノマトペとして考え，レシピで用いら

れているオノマトペと，同レシピ内で使用されている

食材名や調理方法名などの用語との関連度を求め，レ
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シピで使用される全用語が持つ関連度の合計を出すこ

とで対象レシピに最も適したオノマトペ表現を求め，

ユーザのオノマトペによるレシピ検索を実現している． 

この研究ではレシピキャッチフレーズの要因となる要

素を特定しているが， 全料理分類を対象にして用語

が持つ特徴を抽出していることから，料理分類によっ

て用語の特徴が変動する性質が考慮されていない．若

宮らは，あるネーミングについて多義的なレシピ・コ

ンセプトを抽出するための手法を提案している (2) ．

これは，あるネーミング内における材料や調理器具の

追加・削除・代替といったレシピ・コンセプトの頻度

を求め，ネーミングの要因となるレシピ・コンセプト

を抽出している．ここでのレシピ・コンセプトは 1つ

の食材・調理器具の追加・削除・代替のみだが，我々

の研究では複数の食材が組となりネーミングの要因と

なると考える． 

 料理における食材構造の解析に関する研究として，

妹尾はレシピサイトのレシピから日本の家庭料理にお

ける食材構造の抽出手法を提案した (3)．この手法で

は家庭で利用されている主要食材を使用頻度によるレ

イヤー分けをし，レイヤーごとでよく組で使われる食

材の組み合わせを求め，最後にレイヤー間の組み合わ

せを求めることで食材構造を抽出している．ここでは

各料理分類の基礎となる構造を抽出しており，本研究

は料理分類の 1つを対象とした場合に，各特徴分類の

要因となる構造を抽出する点で異なる．佃らは料理レ

シピの食材構造を食材間の共起に基づき抽出し，得ら

れた構造を用いて追加・削除可能な食材を推薦するシ

ステムを提案した (4) ．この研究では対象とする特

徴分類の料理の中で頻出する食材組み合わせを求めて

おり，本研究では特徴分類に関連する食材組み合わせ

をさらに細かく分割した食材構造を想定している点で

異なる． 

3. 食材間の依存関係

「カレー」といった 1 種類の料理でも，そのレシ

ピ集合の中には「本格カレー」や「まろやかカレー」，

「和風カレー」など様々な特徴分類を使ったレシピが

存在する．こうした特徴分類の違いは，醤油やナツメ

グ，ターメリック，チョコレートなどの食材の組み合

わせの違いに対応する．また，１つの特徴分類の要因

となる食材の組み合わせにおいて，図 1のように食材

どうしが様々に影響しあい，その特徴を作り出してい

る．このような互いに影響しあう食材間の関係を，次

に定義する食材間の依存関係によって表現する． 

3.1. 依存関係の定義 

本研究で述べる依存関係とは，ある食材 α が別の

もう 1 つの食材 β を使うための前提条件となっている

ような関係を指す．また上記の食材 α を前提食材，

食材 β を付随食材とよぶ．依存関係の例を以下に示

す． 

 例えば「爽やかなカレー」を作る際のトマト

と牛乳の関係がこれにあたる．トマトには自

然な酸味があり，加えることである程度「爽

やかなカレー」を実現できる．しかしトマト

のみでは酸味が若干強く感じられることから，

味のバランスが悪い．牛乳はトマトの酸味を

おだやかなコクによって抑えるために用いら

れ，「爽やか」な味のバランスをとる．その

ためトマトの使用をやめ，牛乳を残してしま

うと「まろやかなカレー」などの異なった特

徴分類の料理になってしまう．逆に牛乳の使

用をやめ，トマトだけ使用する場合は「爽や

か」という特徴分類に反しない．上記のトマ

トと牛乳の関係のように，食材 α を使用しな

ければ食材 β を使用する必要がないといった

関係を本研究では依存関係とよび，この関係

を α ⇐ β で表す．

3.2. 依存関係と確信度 

 依存関係を求めるために本研究ではアソシエーショ

ンルールの確信度(confidence)を用いる．アソシエー

ションルールとは，ある事象 X の下で事象 Y が発生

する関係を表したものであり，一般的に X → Y と記

述される．矢印の左側を条件部とよび，右側を帰結部

という．また，確信度とは条件部の事象 X  が起きた

場合に帰結部の事象Yが起こる割合である． X → Y の

確信度が高くなるほど X にとって Y は同時に起こり

やすいといえる．図 2 のように X → Y  の確信度が高

くとも Y → X  の確信度が低い場合がある．これは X , 

 Y  が同時に起こる割合が Y  に対して低いときである．

本研究ではこのような場合のアソシエーションルール 

X → Y  を依存関係 Y ⇐ X  に対応づけ，食材間の依存

関係を求めることとする. 

4. レシピ集合からの食材依存関係の算出

 本章では，ある特徴分類をもつ料理のレシピ集合が

得られる場合に，各食材間の依存関係を求める方法，

図 1. 食材間の影響関係の例 

図 2．確信度のベン図による表現例 

全ての事

象

事象 Y 

事象 X 

事象 X⋀Y 
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および，食材構造の構築方法について述べる． 

4.1. 典型食材 

 「肉じゃが」を作る場合，一般にジャガイモと肉を

使う．また，「洋風肉じゃが」を作る場合，ジャガイ

モと肉に加え，「洋風」という特徴を出すために，一

般にケチャップを使う．このようにある料理を作ると

きに一般的に使う食材を典型食材と呼ぶ．ある料理 𝑠 

の典型食材  α  は 𝑠 の典型食材以外の食材β  を使うた

めの前提食材となることから α  ，β   には依存関係 

α ⇐ β  がある． 

4.2. 食材間の依存関係の抽出方法 

ユーザが注目している料理を𝑠, 料理分類を𝑝，特徴

分類を𝑞とし, 料理𝑠は𝑝と𝑞によって決まる.ここでは, 𝑝

と𝑠それぞれのレシピ集合を𝑅𝑝, 𝑅𝑠とする.また𝑝と𝑠の

典型食材集合を 𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖  ,  𝐸𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖とし, 𝑠の非典型食材集

合を𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖とする.  𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖間の依存関係の集合を𝑆

とし, 𝑆 を算出する流れを以下に示す． 

1) レシピ集合𝑅𝑝を収集してレシピ𝑟𝑖 ∈ 𝑅𝑝を構成す

る食材の集合𝐸𝑖を抽出し，𝑝の食材集合𝐸𝑝 = ⋃𝐸𝑖

を求める .求めた𝐸𝑝 をもとに𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖 を求める

(4.2.1 参照)

2) レシピ集合𝑅𝑠を収集してレシピ𝑟𝑖 ∈ 𝑅𝑠を構成する

食材の集合𝐸𝑖を抽出し，𝑠の食材集合𝐸𝑠 = ⋃𝐸𝑖を

求める. 求めた𝐸𝑠をもとに𝐸𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖を求める (4.2.1

参照)

3) 差集合𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖 = 𝐸 ∖ (𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖 ∪ 𝐸𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖)を求める

4) 𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖に含まれる食材間の依存関係の集合𝑆を

求める (4.2.2 参照)

5) 𝐺 = (𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖  , 𝑆)に基づき食材構造を構築する

上記の 1), 2), 4)の詳細を以降で述べる． 

4.2.1. 典型食材の抽出 

 本研究では典型食材集合𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖を，各食材𝑒𝑖 ∈ 𝐸𝑝の

𝑅𝑝内における出現頻度|𝑅𝑝(𝑒𝑖)|/|𝑅𝑝 |が閾値𝑇𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖以上

となる食材𝑒𝑖を 𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖の要素とすることで求める．こ

こで，𝑅𝑝(𝑒𝑖)は𝑅𝑝内の食材𝑒𝑖を含むレシピの集合を表

す． 

 典型食材集合𝐸s_𝑡𝑦𝑝𝑖も同様に，各食材𝑒𝑖 ∈ 𝐸𝑠の𝑅𝑠内

における出現頻度の値 |𝑅𝑠(𝑒𝑖)|/|𝑅𝑠 |を求め，閾値

𝑇𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖以上となる食材𝑒𝑖を 𝐸𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖の要素とする． 

4.2.2. 食材間の依存関係の判定 

 非典型食材集合𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖に属す食材間の依存関係の

有無を，確信度を用いて判定する．ここで，食材

𝑒𝑖 , 𝑒𝑗 ∈ 𝐸𝑠_𝑢𝑛𝑡𝑦𝑝𝑖間の確信度𝑐𝑜𝑛𝑓(𝑒𝑖 , 𝑒𝑗)を次のように定

める. 

𝑐𝑜𝑛𝑓(𝑒𝑖 , 𝑒𝑗) =  
|𝑅𝑠(𝑒𝑖) ⋂ 𝑅𝑠(𝑒𝑗)|

𝑚𝑖𝑛(|𝑅𝑠(𝑒𝑖)|, |𝑅𝑠(𝑒𝑗)|)
  (1) 

食材間の依存関係の有無は次のように判定する．食材

𝑒𝑖 , 𝑒𝑗について確信度𝑐𝑜𝑛𝑓(𝑒𝑖 , 𝑒𝑗)が閾値𝑇𝑑𝑝以上で，か

つ， |𝑅𝑠(𝑒𝑖)|  >  |𝑅𝑠(𝑒𝑗)|であるとき，依存関係𝑒𝑖 ⇐ 𝑒𝑗

があるとする． 

5. 実験

クックパッドに投稿されたレシピを使い、本研究

で示した手法を用いて食材構造の抽出を試みた．本実

験では，料理分類(𝑝)を「ビーフシチュー」，キャッ

チフレーズ(𝑞)を「本格」としている料理(𝑠)のレシ

ピを対象とした．なお，食材の表記のゆれの修正は手

動で行った． 

5.1. 料理分類内の典型食材 

 「ビーフシチュー」に含まれていたレシピ数は計

1169 であった．なお，対象としたのは「ビーフシチ

ュー」をメインとする煮込み料理のレシピのみとし，

ビーフシチュー風カレーやビーフシチューコロッケは

手動で除外した．料理分類「ビーフシチュー」の典型

食材集合𝐸𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖を提案手法により抽出した結果を表 1

に示す．閾値𝑇𝑝_𝑡𝑦𝑝𝑖は 0.5 としていることから，出現

頻度は 0.5 以上となっている．タマネギの出現頻度を

見てみると 0.94 となっており，ほとんどのレシピで

使われることがわかる． 

5.2. キャッチフレーズ内典型食材 

 「本格ビーフシチュー」に含まれていたレシピ数は

140 であった．閾値𝑇𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖 を 0.4 とし，典型食材を抽

出した結果を表に示す．「本格ビーフシチュー」の食

材集合𝐸𝑠_𝑡𝑦𝑝𝑖内で出現頻度が最も高かったのはローリ

エの 0.59 であることが分かった． 

図 3．実験から得られた食材構造 

材料名 レシピ数 出現頻度

タマネギ 1102 0.94

牛肉 1056 0.9

ニンジン 1018 0.87

赤ワイン 796 0.68

ジャガイモ 794 0.67

塩 668 0.57

水 637 0.54

コショウ 620 0.53

材料名 レシピ数 出現頻度

ローリエ 83 0.59

バター 64 0.45

ドミグラスソース 56 0.4

小麦粉 56 0.4

表 1．料理分類典型食材 

表 2．特徴分類典型食材 
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5.3. 食材構造 

 実験で得られた非典型食材は 118 品目となった．こ

こでは 118 品目の中でその品目を含むレシピの数が 7

以上ある食材 28 品目を前提部の対象として依存関係

を求めた．閾値 𝑇𝑑𝑝は 0.5 とした．得られた結果に基

づき構築した食材構造の一部を図 3 に示す．得られた

依存関係のうちトマトケチャップとウスターソース

の関係について，依存関係の判断に関わるデータを

示す．ウスターソースを含むレシピの数は 39，トマ

トケチャップを含むレシピ数は 55 であった．トマト

ケチャップとウスターソースの両方を含むレシピ数

は 23, 𝑐𝑜𝑛𝑓(トマトケチャップ,ウスターソース) は

0.59 であった． 

5.4. 考察 

 今回の検証で得られた食材構造の中で，一列の階層

構造をなす食材の集合{ニンニク,セロリ,トマト缶,味

噌}，{トマトケチャップ,ウスターソース,味噌}に注目

する．前者の食材の集合について，ニンニクはビーフ

シチューの典型食材である牛肉と関係性があると考え

られ，同時に使用するとニンニクの独特のクセが和ら

ぎ，風味が高くなる．セロリ・トマトにおいても風味

にクセがあるが，ニンニクの風味によって気にならな

いようにしている．ニンニク，セロリの香味野菜によ

って風味を出した上でトマトを加えることで料理の味

を全体的にまとめるとされている．後者の集合{トマ

トケチャップ,ウスターソース,味噌}では，まずトマト

ケチャップの甘味を加え，その上で甘味を引き締める

ために塩味とスパイスの風味をウスターソースによっ

て加えているといる．これらの食材を全て用いる際，

最後に味噌によりコクを加え，全体の味の風味を引き

立たせる． 

6. まとめ

 研究で求めた依存関係により，ある料理分類の特徴

分類における食材間の繋がりを表すことができた． 

 今回，すべての依存関係が，対象とする特徴分類に

おいて異なるものとしたが，代替の関係にあるものを

識別可能にしていくことが課題となる． 
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要旨･･･近年データビジュアリゼーションの分野においてストーリーテリングとビジュアリゼーシ

ョンを結合することが試みられている．特にオンラインジャーナリズムにおいてナラティブビジュ

アリゼーションを用いるニュースメディアが増えている．これらのナラティブビジュアリゼーショ

ンの有効性を検証するために，本研究では、作者が設けたナラティブフローと，読者が発見し体験

するナラティブビジュアリゼーションのデータストーリーとの間のバランスに着目する．オンライ

ン上のビジュアリゼーションの実例をケーススタディーとして分析した後、そのバランスという視

点から考察し、その実験方法を提案する．

キーワード	
 ナラティブビジュアリゼーション， データビジュアリゼーション，ストーリーテリ
ング

１．背景

ニュースメディアやリサーチレポート、雑誌など

において、視覚化されたデータは，静的なグラフや

チャートの形でテキストの中に埋め込まれ、ストー

リーテリングをサポートするために使用されてきた

(図1). この形式において、テキストはストーリーを伝
え、イメージは証拠又は関連するディテールを提供

している.	
 近年では，データビジュアリゼーション、
インフォグラフィックスなどの可視化に関するキー

ワードについて，インターネット上で関心が高まっ

ている．データビジュアリゼーションの作品が激増

し、中でもインタラクティブなビジュアリゼーショ

ンに最も関心が集まっている．しかし、それらの中

には，ビジュアライズすることのみに重点をおき、

データの意味を読者がほどんど理解できないような

データビジュアリゼーション(図2)も溢れている．こ
うした状況の中で、ビジュアリゼーションの一つの

分野では，新たにストーリーテリングとインタラク

ティブなビジュアリゼーションを結合することが試

みられている. ナラティブビジュアリゼーションとは，
ストーリテラーが意図したデーターストーリーを伝

えるビジュアリゼーションだと考えられる(図3).特に
オンラインジャーナリズムでナラティブビジュアリ

ゼーションに注目するニュースメディアが増えてい

る（例．NYTのUpshot）． 
一方で，ジャーナリストが創作したビジュアリゼ

ーションやそこに含まれるストーリーを読者がどの

ように理解しているのか，ビジュアリゼーションの

本来の目的が正しく読者に伝わっているかなどにつ

いての考察はなされていない．読者のエクスペリエ

ンスを考察することは、効果的なナラティブビジュ

アリゼーションを作るために重要な要素を提供でき

ると考える．

また，ビジュアリゼーションのストーリーは，多

くの点において伝統的なストーリーテリングと異な

っている．SegelとHeerが経験的ナラティブビジュア
リゼーションの実例を分析し、ナラティブビジュア

リゼーションのデザインストラテジーを示した（1）．
それらのデザインストラテジーは、読者が自発的に

データーを発見するデザインアプローチである

Reader-Drivenと作者が設けたストーリーを伝えるデ
ザインアプローチであるAuthor-Drivenとの間のバラ
ンスの度合いを示している．読者がナラティブフロ

ーの中のデータストーリーをスムーズに発見するた

めには，Reader-DrivenとAuthor-Drivenとの間のバラ
ンスを考慮することが重要である．

図1	
 雑誌、ニュースメディアに	
 

よく見られる静的なグラフ	
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図2	
 	
 データの意味が理解しづらい	
 

ビジュアリゼーション例	
 

図3	
 The New York Timesのナラティブ
ビジュアリゼーションのニュース例	
 

２．目的

Segel&Heerは、ナラティブビジュアリゼーション
において、インタラクティビティに自由度を持たせ

るほどReader-Drivenに近づき，逆に、制限されたイ
ンタラクティビティほどAuthor-Drivenに近づく，と
示した（1）． 
ナラティブビジュアリゼーションを作る目的と対

象により、Reader-DrivenとAuthor-Drivenの要素の混
合度合いも異なるが，それらの関連性について，明

確な考察はなされていない．

本研究では，有効なナラティブビジュアリゼーシ

ョンを創作するために，Segel&HeerによるReader-
DrivenとAuthor-Drivenのデザインアプローチに着目
し、そのバランスを考察する方法を提案する．

３．ナラティブビジュアリゼーションのケース

スタディー

本研究では、オンライン上のジャーナリズムやブ

ログ、リサーチやサイエンスのウェブサイトで公開

されているビジュアリゼーションの実例を集め，分

析を行う．こうしたビジュアリゼーションを見る対

象は，アナリストや統計学者ではなく、一般の読者

であると仮定する．

ピックアップしたビジュアリゼーションの実例を

内容または形式の類似性によってグループ化し，そ

れぞれのグループにおいてAtuhor-DrivenとReader-
Drivenのアプローチ要素の混合度合いを分析する．こ
こでは１つのグループを例として説明する．これは

セクション５の仮説と考察手法につながる．

実例１（図４）はグローバルな動物貿易の数量、

目的、主な貿易場所を可視化したインタラクティブ

なビジュアリゼーションである．全体は左右横長の

構図で、左部分のサークルが動物の種類を表し、右

部分には対応する種類のテキスト説明と具体的なデ

ータが表示されている．初期状態で表示されている

のは，色違いのサークルと右部分のタイトル、イン

トロのみであり、読者へのガイドは「SELECT THE 
CIRCLES」のみである．どのサークルを選択するか
は読者の自由である．サークルにマウスオーバーす

ると動物の種類のテキストが表示され，選択すると

右部分にデータと説明のテキストが表示される．上

記以外には作者が設けた案内はほぼない．例えば，

右部分のリングタイプのチャートにおける明度の違

いは貿易の目的を表しているが、マウスオーバーし

なければその説明は表示されない．こうしたミニマ

ムな表現は，一般の読者の絵解能力やインタラクテ

ィブなビジュアリゼーションに対する修練の程度に

非常に依存する．実例２（図５）は絶滅に瀕してい

る動物種類のビジュアリゼーションである．実例１

と異なり、初期状態でタイトル、説明テキスト、ミ

ニマムなチャートに加えて、対象動物の写真の視覚

要 素 が 入 っ て い る が ， 読 者 へ の ガ イ ド は

「SCROLL」だけである．「SCROLL」をスタートす
ると、次々に「MAMMALS」、「REPTILES」、
「AMPHIBIANS」などの動物種類が表示される．そ
れぞれの表示形式は同じであり、リニアに読者に見

せていく．また，個々の「MAMMALS」などの画面
では，全てインタラクティブな操作が可能であり、

細かいプロンプトボックスやテキストの中のハイラ

イトなどが表示される．また、ディフォルトで表示

される動物が最も絶滅危険度が高い種類であり、そ

の他の種類は読者がインタラクティブな操作を行う

ことにより表示される．また特定の動物を知りたい

場合、検索することもできる．実例３（図６）は北

米の鳥類の生息地域の減少と北への移動状況を可視

化している．上図は種類ごとの生息地域の大きさを

アルファベット順で表示している．また上部に 2000
年と 2080 年の２つのボダンがあり、ボタンをクリッ
クすることにより生息地が 2080 年には減少している
様子をアニメーションで表している．下図は種類ご

との生息地域をマップで表示し，徐々に北へ遷移す

ることを表示している．このビジュアリゼーション

は例示した３つの中で最もインタラクションが少な

く、情報量も比較的少ない．もし読者に縮小幅の最

も大きい生息地を発見してもらうことが目的である

なら、それは困難である．一方で，このグラフィッ

クの目的が読者に鳥類の生息地が縮小していること

と北に遷移していることという二つのメッセージだ

けを伝えることであれば、この程度の可視化で十分

ではないかと考える．

２３



日本社会情報学会（SSI）中部支部・研究発表論文	
 

日時：2015年7月4日／会場：名古屋大学	
 

図４	
 実例 1: Space Monkeys & Tiger Wine: A Look at Global 
Animal Trade(5)

図５	
 実例 2:	
 A Disappearing Planet(6)

図６	
 	
 実例 3: Climate Change Threatens to 
Disrupt the Ranges of Birds (7) 

4．考察手法

ナラティブビジュアリゼーションにおける有効性

を，データストーリーの有効性とビジュアリゼーシ

ョンの有効性の二つの側面から考察する．そしてそ

の実験方法を提案する．

データストーリーの有効性の考察においては、対

象とするストーリーの目的を測定するための方法を

定義する必要がある．本研究では以下の四つの点を

考察することにより，データストーリーの目的を特

定する．
(1)何かメッセージが分かったか． 
(2)特定の情報が探せるか． 
(3)何か発見があったか． 
(4)記憶に残ったか． 

(1)仮説	
 

Segel&Heer が示す Reader-Driven と Author-Driven
の混合度合いとナラティブビジュアリゼーションの

目 的 と の 関 連 性 を 考 察 す る た め 、 Amazon’s 
Mechanical Turk で実験を行う．そのため、以下の仮
説を考える：

H1:	
 より Author-Driven なビジュアリゼーション
ほどメッセージを明確に伝えることができる．

H2:	
 より Reader-Driven なビジュアリゼーション
ほど、読者が発見するキーポイントが記憶に残る．

H3:  読者はよりミックスされた Reader-Driven と
Author-Drivenのビジュアリゼーションを好む． 

(2)実験内容	
 

本研究ではケーススタディにおける実例３を

Author-Driven の高いビジュアリゼーションの基準と
し、新たに二つのビジュアリゼーションを作成する．

一つは実例２のようなリニアな表示とインタラクテ

ィブなデータ発見がある Reader-Driven と Author-
Driven が混合したビジュアリゼーションであり(図７)、
もう一つは実例１のような表示のほぼ全てを読者の

インタラクティブな操作に依存する Reader-Driven が
高いビジュアリゼーションである (図８ )．また
Amazon’s Mechanical Turkのユーザを四つのグループ
に分け、グループ Aは基準となる Author-Drivenの高
いビジュアリゼーションを使ってもらう．グループ

Bは Reader-Drivenと Author-Drivenが混合したビジュ
アリゼーションを使ってもらう．グループ C は
Reader-Driven の高いビジュアリゼーションを使って
もらう．グループ D は三つのビジュアリゼーション
全てを使ってもらう．使用後，それぞれのグループ

にアンケート調査を行う．グループ A,B,C は同じ質
問項目とし，グループ D には三つビジュアリゼーシ
ョンのうち，どれが興味深かったか、分かりやすか

ったか、印象に残っているかなど，ユーザの好みに

対しての質問を設ける．グループ A,B,C のユーザに
は，2 週間後に再度アンケートに答えてもらい．それ
により、ビジュアリゼーションの記憶について考察

を行う（図９は実験手順イメージ）．
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図７	
  Reader-Drivenと Author-Drivenが混合した
ビジュアリゼーションイメージ

図８	
 Reader-Drivenの高い
ビジュアリゼーションイメージ	
 

図９	
 実験手順イメージ	
 

5．今後の展望

(1)作成するビジュアリゼーションイメージの検討

本研究においては、特に Reader-Driven と Author-
Driven の混合度合いによって表現されるデザインア
プローチに着目しているが、ナラティブビジュアリ

ゼーションの有効性に影響する要素は他にも多く存

在し，同じデータでも異なるビジュアリゼーション

が表現できる．それらは，メッセージ性、インタラ

クティビティ、順序に加えて、ビジュアル要素も異

なる．ユーザが，対象のビジュアリゼーションをど

のように理解するかは，ビジュアル要素の違いに大

きく依存する．そのため，全体のビジュアル要素を

可能な限り統一することより，Author-Driven と
Reader-Driven の混合度合いによるユーザのビジュア
リゼーションに対する理解の違いを測ることが可能

ではないかと考える．

(2) Reader-Drivenと Author-Driven混合モデルの検討 
本研究の仮説と考察手法では，ビジュアリゼーシ

ョンの目的と、Reader-Driven と Author-Driven の混合
度合いとの関連性について三段階の混合度合いの違

いによる検証実験を行う．今後は、上記に加えて，

更に詳細な段階で分類を行い，ビジュアリゼーショ

ンの目的と混合モデルとの関連性を明確にしていく．

それにより，ビジュアリゼーションの作成に加えて，

ビジュアリゼーションツールの開発などにも、有効

であると考えられる．
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